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資料－６

総合治水対策の導入の経緯と必要性

流域の市街化の進展 （とくに高度成長期）

１） 都市部への人口流入により、浸水実績のある低地での都市化が進み、

浸水被害の潜在的危険性が増大した。

２） 既存市街地近郊の台地・丘陵地における広範な宅地開発が、

保水・遊水機能を著しく減少させ、これが雨水の流出流下時間の短縮や

洪水流出量の増大を招き、河川の治水安全度の低下や

低地に広がる既存市街地の浸水被害の危険性を招いた。

河道などの整備（河川対策）

流域全体での取り組み（流域対策・減災対策）の導入
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土地利用の変化

昭和30年以降、急速な市街化が進み、下流には人口・資産が集中、
上流もニュータウン開発などで人口急増

出典：武庫川流域総合治水推進計画

土地利用の変化

上流の台地・丘陵地における広範な宅地開発、
下流での市街化と、さらなる人口・資産の集中

出典：国土数値情報 細分メッシュデータ

武庫川下流
宮川
堀切川
夙川
洗戎川
東川
新川
蓬川

昭和51年 平成21年

市街化率が
ほぼ100％
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図の出典：特定都市河川浸水被害対策法のパンフレット（国土交通省HP）

市街化による洪水・浸水被害の危険性の増大

台地・丘陵地の宅地化

保水機能の減少

遊水機能の減少

雨水の流出流下時間の短縮

洪水流出量の増大

浸透機能の減少

河川の治水安全度の低下

低地の市街地の浸水被害の危険性増大

（低地での都市化）

流域面積＝235 km2 . (市街化率) S 33年 = 10％ , S 50年= 60％ , H 9年 = 84％

市街化でどれくらい洪水が増えるか

例） 鶴見川（神奈川県）での市街化による洪水量の違い（試算）

国土交通省資料

市街化率： 10％ 80％

（結果） 流量は２倍程度増加。 洪水の到達時間は２時間ほど短縮。
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計画規模を上回る洪水

整備途上での施設能力を超える洪水
（いわゆる超過洪水）の発生

外水による低地（築堤区間）に広がる既存市街地の浸水被害

地球温暖化などによる気象変化 局地的・集中豪雨が多発する傾向

内水による浸水被害などの都市型水害

流域全体での取り組み（流域対策、減災対策）の必要性

流域の「市街化」への対応に加えて

河道への集中的な流出を抑制する方策が必要
【土木学会都賀川水難事故（平成20年7月）調査団 提言】

河川整備だけで想定以上の洪水をコントロールすることは不可能
河川が溢れることはあり得るということを、住民に知らせる
「自分の命は自分で守る］「自分たちの地域は自分たちで守る」という

自助・共助意識の喚起が必要 【兵庫県台風9号（平成21年8月）災害検証委員会 提言】

行政や管理の枠組みを越えて、流域全体の視点から水害の総合的な対策に
取り組む必要 【兵庫県台風23号（平成16年10月）検証委員会 提言】

武庫川で取り組む総合的な治水対策

出典：「武庫川水系河川整備計画~総合治水の実現に向けて~」
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緑地の保全回復

防災調節池

盛土抑制・調整

雨水貯留施設

各戸貯留浸透

市街化調整区域の保全

透水性舗装

浸透ます

水位観測所

河川改修

多目的遊水池

雨水調整池

公園貯留

地下河川

雨水貯留施設
排水機場の整備

高床式建築

雨水、水位

の情報収集

河川改修等の対策

流域における貯留・浸透等の対策

流域における土地利用等の対策

出典：「都市水害対策における雨水貯留浸透技術の意義、松田芳夫」より

総合的な治水対策

流域対策

保水地域

遊水地域

低地地域

主として丘陵地など、雨水の「保水機能」を永続して確保し、増大させる必要
のある地域 。

主として上・中流域の河川に沿う低平地で、しばしば氾濫して自然遊水地
となる地域。この一時的な｢貯留機能｣を極力保持する必要のある地域。

主として下流部に広がる低平な、いわゆる洪水の氾濫原上の市街地や自然地
で、地域内の雨水が滞留して河川に流出しない地域や、河川の氾濫のおそれ
のある地域。一般的に人口・資産が集積し、被害ポテンシャルが非常に高い。

緑地や畑など浸透性が高く保水機能を有する土地利用に配慮
学校や公園などの公共施設に雨水貯留施設を設置
駐車場に透水性舗装を導入
各家庭に浸透ますを設置

水田など遊水機能があると認められる区域の土地利用に配慮
農用地区域では生産力の向上と優良農地の保全により長期的に遊水機能を維持
盛土や残土処分の抑制により遊水機能の減少を防止

内水排除施設の整備と運転調整
貯留施設の設置
【減災対策】

耐水性建築（防水扉の設置、ピロティ建築や高床式建築、盛土など）の奨励

三地域に分類
地域特性に則した対策を流域自治体の関係部局が連携して実施
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流域対策のメニュー （１） ■ 水田貯留

■ 森林の整備及び保全

■ ため池貯留

池底の掘削など 容量増 ■ 遊水機能の維持

蒸発・蒸 散

遮 断

保 水（表層土壌）

浸 透

（飽和＝ 保水の限界）

表面流の発生

中間流 （側方流）

地下水流

（土壌表面の浸食）

洪水緩和 機能

水資源貯留 機能

水質浄化 機能

森林は、生きていくために水を必要とし、大量に水を貯めら

れるように、自ら落葉と無機質の土から「土壌」を創り出す。

【“森林の保水機能（緑のダム）公開勉強会” 蔵治光一郎氏講演 H17.10.17】

土壌の流亡を防ぐ

土壌表面の浸透能を良好に保つ

（表面を土粒子で目詰まりをさせない）

（機能維持のために）

【蔵治氏
講演資料】より

（洪水緩和機能の限界）

森林の整備及び保全
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貯留 機能

遊水 機能

地下水涵養 機能

水田
水田地帯

洪水緩和 ・軽減

下流域の用水源

健全な水循環

耕作放棄地

畦畔の崩壊 ・・ 貯留機能の喪失

盛土（宅地・工場用地）・・ 遊水地の減少

表土の硬化、草木の侵入・・ 浸透能の減少

（機能の低下・喪失）

優良農地の保全・長期的維持

貯留の方策

② 排水口に排水調整板や堰を設置して排水量（貯留量）を調整

① 畦畔の嵩上げ（通常 15 cm 程度）

③ 排水路に調整マスを設置して水路内の水位を調整（水田の水位と連動）

貯留の課題 畦畔や排水施設の継続的な維持管理 ・・・ 所有者の負担が大きい

溢水・越流による畦畔の崩壊 ・・・ 流出量の急増につながる

降雨時の用水路からの流入停止、排水量の調節 ・・・所有者の負担が大きい

洪水調節効果の定量的評価 ・・・ 個々の水田の貯留調節状況が異なる

台風２号（H23.5.29）時の水田貯留状況
【愛知県安城市 HP】より

遊水機能

被害の補償

流域対策のメニュー （２）

■ 防災調整池の設置指導
（重要調整池・指定調整池）

適正な管理
による

維持・保全

■ 防災調整池 （例）

通
常
時

洪
水
時

ビオトープ施設（流域調節池）

■ 棟間貯留
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流域対策のメニュー （３）

出典：雨水貯留浸透技術協会パンフレット

■ 校庭貯留

■ 公園貯留

■ 透水性舗装

■ 雨水貯留浸透

（各戸）

（各種施設の駐車場等）

透水性舗装

流域対策メニュー（４）

■ ポンプ施設の運転調整

■ 建物の耐水化 （減災対策）

建築物の高床化 敷地の嵩上げ

ピロティ構造
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県立宝塚東高校での校庭貯留

たいいくかん

体育館

ふつうきょうしつとう

普通教室棟

プール

とくべつきょうしつとう

特別教室棟
りゅういきちょりゅうしせつ

流域貯留施設

ほうりゅうしせつ

放流施設

  かんりとう

管理棟

せいもん

正門

（グラウンド）

（テニスコート）

りゅういきちょりゅうしせつ

流域貯留施設

ほうりゅうしせつ

放流施設

ほうりゅうしせつ

放流施設

　ひじょうようこうずいばけ

非常用洪水吐

　ひじょうようこうずいばけ

非常用洪水吐

天神川 ⇒ 武庫川

（グラウンド）

（テニスコート）

ふつうきょうしつとう

普通教室棟

ほうりゅうこう

放流孔

ほうりゅうこう

放流孔 ほうりゅうこう

放流孔

しゅういしょうてい

周囲小堤
りゅういきちょりゅうしせつ

流域貯留施設

りゅういきちょりゅうしせつ

流域貯留施設

【事業概要】
事 業 内 容 ： ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ﾃﾆｽｺｰﾄに周囲堤を設置
事 業 期 間 ： H21～H24
貯 留 面 積 ： 16,570m2

貯 留 量 ： 2,130m3

【平均水深： 約 １３０ mm】
事 業 費 ： 約50百万円

断面図

平面図

県立阪神昆陽高校での校庭貯留

•【事業概要】

• 事 業 内 容 ： ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞに周囲堤を設置

• 事 業 期 間 ： H23～H24

• 貯 留 面 積 ： 11,116m2

• 貯 留 量 ： 955m3

【平均水深： 約８６ mm】

• 事 業 費 ： 約26百万円

周囲小堤

しゅうい しょうてい

周囲小堤

しゅうい しょうてい

ほうりゅうこう

放流孔

平面図

断面図
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面積 5000 ｍ２

雨水貯留の効果 【試算例】

神 戸
海洋気象台

総雨量：
282.2 mm / 15 hr

昭和42年７月８日に
熱帯低気圧となった
台風7号が、6月末から

西日本に停滞していた
梅雨前線を刺激し、
神戸の雨量は、
24時間で 大319.4mm
1時間で 大75.8mm
となり記録的な集中豪
雨となった。

（並べ替え）
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貯留対策なし

堤高 ３０ｃｍ

貯水量 １０００ m3

面積 5000 ｍ２

貯留対策 あり

【平均水深： 200 mm】
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×

貯留対策 あり （流出口なし）

貯留対策 あり （流出口あり：極めて狭い）
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貯留対策 あり （流出口あり： 狭い）

貯留対策 あり （流出口あり）
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貯留なし

貯留
（流出口なし）

貯留
（流出口あり）

土木学会都賀川水難事故調査団 報告 より

山地域にも相当の降雨があったにも関わらず、

流域の約7割以上を占める六甲山地からの流

出はほとんどなく、急激な水位上昇をもたら

した流出は住宅域からの直接流出である。

豪雨があった場所の雨水流出によって水位が急

上昇している。急激な水位上昇を防ぐためには、

降った場所で雨水を貯留するしか方法がない。

突然の水位上昇を伴う濁流の発生を極力抑える

ためには、河道への集中的出水を低減するよう

な方策が有効であり、雨水を一時的に貯留する

など流域対応の施策が望まれる。

都賀川 流域面積 8.57 km2

実際には 1m を超える増水は２分以内に生じている。
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【「流域と一体となった総合治水対策に関するプログラム評価 」評価書 国土交通省 平成16年3月】

貯留浸透対策の効果

流域対策の有効性を本来可能な範囲を超えて過大に評価したり、総合治水対策

の目標である時間雨量50 ミリ程度（1/5～1/10）の流域対策が十分な検証も経ず、

そのまま河川整備基本方針対応の豪雨（1/100～1/200）に対しても効果がある

かのごとき誤った印象を与えた面も否定できない。

個々の「貯留・浸透施設」の面積は、流域面積と比べて極めて小さい。

例えば、校庭貯留の面積は １～２ ha

一方、都賀川の住宅域の流域面積は 約 250 ha（= 857 ha×30% ）

ちょっと留意すること

ピーク流量が、小さくなる。

集中度の高い降雨に対しても、流出量の増加は緩やかになる。

武庫川で取り組む減災対策

水害リスク

命 を守る

・避難・河川情報の伝達

・水防

・耐水性の強化

・早期の生活再建【保険制度】
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【洪水ハザードマップ・内水ハザードマップ】
浸水が想定される区域と水深の情報

県・市町が提供

避難場所と避難経路 （事前の確認・体験）

避難情報などの伝達方法・手段

更新情報・ 新情報の把握、 情報の活用方法

他者へ
の周知

情報のフィードバック

避難時の連携・協力体制

予め準備すること（準備品・携行品・連絡先など）

■ 建物等の耐水機能（例）

電気設備等の
高所設置

高床化
遮水構造の
建築外壁、外構壁

敷地の嵩上げ
地下街等の
浸水対策

■ 集落の浸水被害の防止 輪中堤 ■ 浸水被害からの

早期の生活の再建

二線堤
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減災対策メニュー （例）
■ 浸水が想定される区域の指定
■ 県民の情報の把握

出典：兵庫県 CGハザードマップ

■ 浸水被害の軽減に関する学習
■ 浸水被害の軽減のための体制整備

道路アンダーパス部
（通常時）と冠水情報板

自治会による
手作りハザードマップ作成

■ 訓練の実施■ 情報の伝達

総合治水

浸水の発生の抑制

浸水被害の軽減

県 市町

流域住民・県民

相互の連携
協 働
協 力

河川下水道対策

流域対策

減災対策

治水

＋

水循環

環境・景観

まちづくり・都市再生

など

多面的な取り組み

下水道
土地利用
住宅
道路
農政
環境
防災

など

多岐にわたる連携
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